
鴻巣都市計画道路の変更（埼玉県決定） 
 
都市計画道路3·1·2上尾バイパスほか１路線を次のように変更する。 
種

別 

名 称 位 置 区 域 構 造 備 考 

番号 路線名 起点 終点 主な 

経過地 

延長 構造

形式 

車線

の数 

幅員 地表式の区

間における

鉄道等の交

差の構造 

幹
線
街
路 

3·1·2 
上尾バイ

パス 

鴻巣市

原馬室

字愛宕

前 

鴻巣市

箕田字

団右エ

門 

鴻巣市

滝馬室

字中閭 

約

6,000m 
地表式 4車線 57m 

ＪＲ高崎線

と立体交差 

幹線街路生

出塚新御成

橋線と立体

交差 

幹線街路と

平面交差４

箇所 

 

3·4·6 
三谷橋 

大間線 

鴻巣市

鴻巣字

沼田 

鴻巣市

大間字

原 

鴻巣市

本宮町 

約

2,300m 
地表式 2車線 16m 

ＪＲ高崎線

と立体交差

幹線街路と

平面交差４

箇所 

 

 
「区域及び構造は計画図表示のとおり」 
 
理由 
 埼玉県では、本格的な人口減少、超高齢社会の到来等の社会状況の変化を踏まえ、「都市

計画道路の検証・見直し指針」（平成２５年６月）を定めました。 
 指針に基づき、幹線街路に該当する都市計画道路の必要性、構造の適正さの再検証を行

った結果、３・４・６三谷橋大間線について、起点部付近の一部区間の廃止（決定権者：

埼玉県）及び終点部付近の一部区間の線形変更（決定権者：鴻巣市）を行うものです。 

 また、終点部付近の一部区間の線形変更に伴い、接続する３・１・２上尾バイパスの一

部区域の変更を行うものです。 



理    由    書 

 

本理由書は、都市計画法第２１条第２項の規定において準用する同法第１７条第１項の

規定に基づき、鴻巣都市計画道路の変更についての理由を示したものです。 

 

 

Ⅰ．鴻巣都市計画区域における位置等 

鴻巣都市計画区域は、都心から約５０km圏、本県のほぼ中央部に位置しています。ま

た、鴻巣都市計画区域に含まれる土地の区域は、鴻巣市の行政区域の全域となります。 

 

【３・１・２上尾バイパス】 

本路線は、北本市境を起点とし、３・４・９産業通線に接続する延長約６，０００

ｍ、幅員５７ｍの幹線街路であり、新大宮バイパスの宮前 ICから、国道１７号熊谷バイ
パスに接続する上尾道路の一部を構成する路線です。 

 

【３・４・６三谷橋大間線】 

本路線は、元荒川を起点とし、３・１・２上尾バイパスに接続する延長約２，４０

０ｍ、幅員１６ｍの幹線街路です。 

 

Ⅱ． 変更の必要性 

 

１．変更の経緯 

 埼玉県では、本格的な人口減少、超高齢社会の到来等の社会状況の変化を踏まえ、 

「都市計画道路の検証・見直し指針」（平成２５年６月）を定めました。 

 指針に基づき、幹線街路に該当する都市計画道路の必要性、構造の適正さの再検証 

を行った結果、以下のとおり変更を行うこととしました。 

  

 ２．変更理由 

  【３・１・２上尾バイパス】 

  本路線に接続する３・４・６三谷橋大間線の線形変更（市決定）に伴い、交差点の 

 位置が変更になるため、これに伴い、一部区域を変更するものです。 

 

 【３・４・６三谷橋大間線】 

現在の起点部の位置は元荒川にありますが、当該河川より北側には本路線へ接続す

る道路計画はなく、また、既存道路である主要地方道鴻巣羽生線との線形に不整合が

生じています。 

指針に基づき再検証を行った結果、現在の起点から市道Ａ－１００３号線までの区

間は、既存道路が代替機能を有していることから、当該区間を廃止するものです。 

 



Ⅲ．変更の内容 

名 称 延長 車線数 幅員 変更の内容 

３・１・２上尾バイパス 約６，０００ｍ ４車線 ５７ｍ ・一部区域の変更 

３・４・６三谷橋大間線 約２，３００ｍ ２車線 １６ｍ ・一部区間の廃止 

 

 

Ⅳ． 関連する都市計画 

鴻巣都市計画道路の変更とともに、以下の都市計画を変更する予定です。 

① 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（県決定） 
② 用途地域（市決定） 
③ 道路（市決定） 
④ 地区計画（市決定） 

 

 


